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マ ナ マ コ 縦走筋の 収縮調節系

林　ひ と み ， 小 西和彦 （東北大 ・理 ・生物）

Regulati・n ・ f　sea 　cucumber （Sti‘加 pus　」
’
・p・ nics ）

10ndiしudinai 　 rnuscle 　 contraction

HITOMI 　 HAYASHI ，　KAzuH 【KO 　KONISHI

　前 回 の 大 会 で ，マ ナ マ コ （StichoPus　1
’
aPonics ）

縦走筋 は ．m ｝℃ sin ，　 paramyos 三n
，
　 actin

，
　 tropOmy −

esin か ら成 り．細い フ ィ ラ メ ン トの 成分 に は ，　trO−

ponin 系を含 ま な い こ と を 報告 した s

　最近，プ レ パ レ ー
シ ョ ン の 際 に．SOAeグ リセ 卩 一

ル を 加 え る こ とに よ っ て
， 活性 の 高い myosin 分画

を得 る こ とに 成 功 した 。 こ れは ，グ リセ P 一ル ｝こ よ

っ て myosin 分子 どお しの ア グ yゲ
ー

シ ョ
ソ が 防 が

れ る た め で あ ろ うと 考え て い る 。

　得られ た myesin 分画 は ，　 myosin 及 び para−

myOsin か ら成 り，　 actin ，
‘
tropomyOsin は ほ と ん

ど含 まない 。 こ の myosin 分画に ウサ ギ 骨格筋の

pure　actin を加え て actomyosinATPase の 活 性

を測定す る と ， カ ル シ ウ ム 存在下 で の 活性が著し く

増大 し．顕著な カ ル シ ウ ム 感受性 を示 した ．

　 ま た．マ ナ マ コ 縦走筋か ら， A ．　G ．　Szent−Gyo−

rgyi らの 方法 に よ り，細 い フ d ラ メ ン トを調 整 し，

ウ サ ギ 骨格筋 myosin に 加 え て
，
　 actomyosin 　ATP

ase 活性を測定す る と，ウサ ギ 骨格筋 myosin は ，

カ ル シ ウム の 有無 に か か わ らず．マ ナ マ コ 縦走筋 の

細い フ ィ ラ メ ン トに よ っ て，4倍程度 の 活性化 を受

け る こ とが わ か っ た 。

　以上 の 実験結果か ら，マ ナ マ コ 縦走筋 は，myosin

側 の 調節系 を もつ と 考え られ るの で ，以 後，myosin

light　chain の 構造，分光学的性 質等に つ い て ．検

討 して 行きた い 。

ウニ ・プ ル テ ウ ス胚 トロ ポ ミオシ ン に つ い て

高誠　忠．佐藤秀夫 （東学大 ・生物）

Trepomyosin　in　sea 　urchin 　pluteus 　laI−vae

TADASHI 　ISHMMoDA −TAKAGI
，
　 HIDEO 　SATO

　 ウ ニ 胚 で は ，プ リズ ム 期か ら ブ ル テ ウ ス 期 に か け

て ，消化管や体腔嚢が 形成 され、こ の 頃 に な る と食

道 と体腔 壁 が 接す る 部分 に ト ロ ポ ミ オ シ ソ が 現 わ れ

る こ とを 昨年 の 大 会で 報告 し た 。 Gustafson等 は ，

体腔 壁 か ら食道 に 伸 び た 仮足に 由来す る筋肉性 の パ

ソ ドの 働 らきに よ っ て食道 の 動きが 起 きる と報告し

て い る 。 今大会 で は，食道付近 に 存在す る トP ポ ミ

オ シ ン が ， こ れ ら仮 足に 含 まれ る もの な の か．また

仮足 の 形成 とい う非筋肉運動的 な動 き に 関 与す る ト

卩 ポ ミ オ シ ン は 筋肉型な の か 非筋肉型な の か とい 5
点 に つ い て 検討した。パ フ ソ ウ ニ 胚 で は 、口 が開 く

頃 に な る と，体腔嚢 よ り仮足 が 伸び は じめ ，や が て

左右両 側 の 体腔嚢か ら生 じた 仮足が 融合 し収縮性 の

パ ン ドを 形成 し て 時間 と共 に パ ン ドの 数，太 さ も増

して ゆ くこ とが わ か っ た 、こ の よ うに収縮性 の パ ソ

ドの 発達 した ブル テ ウ ス 胚 を EDTA を含む溶液中

で 強 く攪拌 し外胚葉を除去 した 後，ア ル コ ール 処 理

を して ，ム ラ サ キ ウ ニ 筋肉 卜巨 ポ ミ オ シ ン に 対 す る

抗血 清 を用 い 間接螢光抗体法で 調べ た とこ ろ，仮足

を 出 して い る細胞自身と仮足 に 由来するパ ン ドに 実

際に ト 卩 ポ ミオ シ ン が 存在す る こ とが わか っ た 。ま

た，抗血 清を ム ラ サ キ ウ ニ 卵 トロ ポ ミ オ シ ン で 吸収

しJ 筋肉 ト ロ ポ ミ オ シ ソ の み と反応 す る吸 収抗 血清

を作 り，外胚葉を 除去 した ム ラ サ キ ウ ニ ・プ ル テ ウ

ス 胚 を 間接螢光抗体法に よ り染色 した と こ ろ，体腔

壁 の 仮足 を 出 して い る 細胞及 び収縮性 バ ン ドが 染色

され．こ れらの 細胞に含 まれ る ト ロ ポ ミ オ シ ソ は筋

肉型で ある こ とが 判明 した 。
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